
『2013全国縦断ＧＨＰフォーラム』開催のご案内

ＧＨＰ完全復活への道
～電力ピークカットに向けたエネルギー政策の転換とＧＨＰ～

主催：ＧＨＰコンソーシアム　後援：㈱石油化学新聞社（プロパン・ブタンニュース）

〈専用FAX03-5833-8849〉
〒101-0032　東京都千代田区岩本町２－４－10（アイセ岩本町ビル）
TEL03－5833－8848（代表）

◎今年の重点ポイント
　原発再稼働に向けたシナリオは水面下でスピードを上げて描かれているようで
す。エネルギーミックスの考えは徐々に後退してしまうのか？
　ＧＨＰによる電力ピークカットや節電、ランニングコスト低減など、空調用燃料
をガス体エネルギーに置き換えるユーザーメリットを具体的に示すことが今、求め
られています。今年のフォーラムは空調市場でＧＨＰの地位の確立を目指して企画
いたしました。また、各会場で「災害に強いＬＰガスと今後の貢献」のテーマで経
済産業省による基調講演が行われ、東日本大震災以降重要性の増したＬＰガス業界
の取り組むべき方向性が示されます。

＊開催スケジュール

会　　場 開 催 日 場　　　　所

名古屋会場 ７月11日（木） 名古屋市西区則武本町４－１－35　トヨタ産業技術記念会館／ホールＡ

大 阪 会 場 ７月12日（金） 大阪市中央区備後町３－６－14　アーバネックス備後町ビル／３Ｆホール

広 島 会 場 ７月18日（木） 広島市西区己斐本町３－８－５　広島県ＬＰガス会館／３Ｆホール

福 岡 会 場 ７月19日（金） 福岡市博多区千代１－17－１　パピヨン24オフィスビル／３Ｆホール

仙 台 会 場 ７月26日（金） 仙台市青葉区国分町３－１－18　カメイ本社ビル／９Ｆホール

東 京 会 場 ７月31日（水） 東京都港区海岸１－５－20　東京ガス本社ビル／２Ｆホール

札 幌 会 場 ８月２日（金） 札幌市中央区北３条西１－２　エア・ウォータービル／８Ｆホール

＊開催要領
□開催時間＝各会場ともに、午後１時～５時予定
□講演・発表方式＝パワーポイント、テキスト完備
□受講料（参加費、テキスト代・消費税等含む）
　　▽ＧＨＰコンソーシアム会員会社＝１名5,000円
　　▽非会員会社＝１名10,000円
□受講者定員＝各会場とも70人（但し、東京120人）
□お申し込み先＝ＧＨＰコンソーシアム（ＦＡＸまたは郵送）
□支払い方法＝申し込み受付後に請求書を発送いたします。同封の振替用紙をご利用下さい。



大阪会場 ７月12日・金曜日／アーバネックス備後町ビル

①【基調講演】災害に強いＬＰガスと今後の貢献
　近畿経済産業局　資源エネルギー環境部長　伊藤哲郎
②節電時代のＧＨＰ販売
　大阪ガス㈱　エネルギー開発部　今井和哉
③ストップ電化の取り組み　今後のオール電化攻勢に備える
　上野ガス㈱　専務取締役　中井茂平
④優秀論文発表
　病院・介護施設へのアプローチ～決め手はトリプルメリット～　東海ガス㈱　竹田克孝
⑤ＧＨＰメーカーの商品戦略　メーカーの特色を生かす

名古屋会場 ７月11日・木曜日／トヨタ産業技術記念館

①【基調講演】災害に強いＬＰガスと今後の貢献
　中部経済産業局　資源エネルギー環境部　電源開発調整官　松岡　孝
②節電時代のＧＨＰ販売　東邦ガス㈱　都市エネルギー営業部　森川貴夫
③小規模組織によるＧＨＰの営業　広島ガスプロパン㈱　特需部　正法地　弘
④ＬＰガスコージェネの可能性　レモンガス㈱
⑤優秀論文発表
　ＧＨＰは無限の可能性～発想の転換でコスト削減～日本瓦斯㈱　川上和幸
⑥ＧＨＰメーカーの商品戦略　メーカーの特色を生かす

広島会場 ７月18日・木曜日／広島県ＬＰガス会館

①【基調講演】災害に強いＬＰガスと今後の貢献
　中国経済産業局　資源エネルギー環境部長　下田　仁
②節電時代のＧＨＰ販売　東京ガス㈱　空調・業務用機器部　名取義朗　
③ＬＰガス仕様ＧＨＰの可能性　山陰酸素工業㈱　児島　司
④優秀論文発表
　省エネ率向上はＧＨＰと遮熱塗装のコラボで実現　新日本瓦斯㈱　帆足暢之
⑤ＧＨＰメーカーの商品戦略　メーカーの特色を生かす

福岡会場 ７月19日・金曜日／パピヨン24オフィスビル

①【基調講演】災害に強いＬＰガスと今後の貢献
　九州経済産業局　資源エネルギー環境部長　井手信一
②節電時代のＧＨＰ販売　西部ガス㈱　都市開発グループ　宮嶋寛太　
③ＧＨＰによる節電効果　工場・学校などへの設置事例とエネルギー転換
　岩谷産業㈱　総合エネルギー事業本部　駒嶺優茂礼
④優秀論文発表
　自動車部品工場へのＧＨＰ導入　広島ガスプロパン㈱　徳本真一
⑤ＧＨＰメーカーの商品戦略　メーカーの特色を生かす

今年のフォーラムのテーマ・講師陣



仙台会場 ７月26日・金曜日／カメイ本社ビル

①【基調講演】災害に強いＬＰガスと今後の貢献
　東北経済産業局　資源エネルギー環境部長　吉田　功
②被災地域のＬＰガス普及について　宮城県ＬＰガス協会　会長　小埜寺　宏
③地域復興とＧＨＰ　カメイ㈱
④優秀論文発表
　震災復興モデル店舗～ＧＨＰ、ガス発電機の複合提案～　カメイ㈱　星　長範
⑤ＧＨＰメーカーの商品戦略　メーカーの特色を生かす

東京会場 ７月31日・水曜日／東京ガス本社ビル

①【基調講演】災害に強いＬＰガスと今後の貢献
　資源エネルギー庁　資源・燃料部　石油流通課　企画官　小島暢夫
②節電時代のＧＨＰ販売　東京ガス㈱　空調・業務用機器部　名取義朗
③節電・費用対効果をテーマにＥＨＰからＧＨＰへの転換営業
　東日本ガス㈱　根本忠哉
④優秀論文発表
　節電対策と環境問題からのＧＨＰ提案　㈱ＴＯＫＡＩ　本多　豪
⑤ＧＨＰメーカーの商品戦略　メーカーの特色を生かす

＊お問い合わせは、石油化学新聞社本社・支社局まで。

本 社 東京都千代田区岩本町２－４－10　アイセ岩本町ビル TEL03（5833）8840　FAX03（5833）8841
大 阪 支 社 大阪市中央区淡路町３－２－８　トーア紡第２ビル５Ｆ TEL06（6231）8036　FAX06（6231）8039
札 幌 支 局 札幌市北区北７条西２－６　37山京ビル405号 TEL011（726）8908　FAX011（726）8909
仙 台 支 局 仙台市青葉区本町１－２－20　ＫＤＸ仙台ビル TEL022（227）0685　FAX022（224）7485
名古屋支局 名古屋市中村区那古野１－38－１　星光桜通ビル TEL052（566）2290　FAX052（566）2291
広 島 支 局 広島市中区上八丁堀７－１　ハイオス広島６Ｆ TEL082（227）4501　FAX082（228）2373  
福 岡 支 局 福岡市博多区中洲中島町３－10　福岡県消防会館 TEL092（271）2708　FAX092（271）2878

※テーマ・講師は都合により変更の場合があります。

札幌会場 ８月２日・金曜日／エア・ウォータービル

①【基調講演】災害に強いＬＰガスと今後の貢献
　北海道経済産業局　資源エネルギー環境部　石油課長　安部桂司
②シェールガス革命とは何か　エネルギーコンサルタント　谷水静一　
③節電・費用対効果をテーマにＥＨＰからＧＨＰへの転換営業
　東日本ガス㈱　根本忠哉
④寒冷地仕様ＧＨＰによる節電効果　厳冬をＧＨＰで乗り切る　エア・ウォーター㈱
⑤優秀論文発表
　不況に勝つためのＯＣＰの提案～工場のコスト削減に光ったＧＨＰの底力～
　北日本ガス㈱　山﨑直人
⑥ガス会社から見た最新ＧＨＰの機種選定手法　メーカーの特色を生かす
　エア・ウォーター㈱　鈴木智哉



ＧＨＰコンソーシアム 

「２０１３全国縦断ＧＨＰフォーラム」係行き 
        

        

  『２０１３全国縦断ＧＨＰフォーラム』参加申込書   
        

  2013 年  月  日 

        

  下記の通り、各会場別に受講申し込みをします。   

参加欄 会 場 開催日 
参加 

人数 
参 加 者 氏 名   

  名古屋 ７月 11 日(木)       

  大 阪 ７月 12 日(金)       

  広 島 ７月 18 日(木)       

  福 岡 ７月 19 日(金)       

  仙 台 ７月 26 日(金)       

  東 京 ７月 31 日(水)       

 札 幌 ８月 ２日(金)    

 

  会 社 名     

 所 在 地 〒   －   

      

       

 氏 名     

 所 属 部 課 名     

 申込責任者（役職名）     

  連 絡 事 項     

 
【お申し込みについて】 

▽ＦＡＸ送信（専用０３－５８３３－８８４９）又は郵送。 

▽受講会場の参加欄内に○印を記入。 

▽その他必要事項等を記入（多数参加の場合は参加人数・代表者名の記入と同時に、別途参加者 

名を通知願います）。 

▽各会場ともに、先着定員次第締め切ります。お早めにお申し込み下さい。 

※ ご注意／受講券は発行しません。開催当日、参加申込リストに従って午後12時30分から受付

確 認します。ご協力下さい。 

 

ＧＨＰコンソーシアム２０１３ 




